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田植え体験（吉川小）

おれんじ鉄道での下校の様子（西方小）

特認校 特認校生を送り出せる学校

吉川小学校 川内地域の小学校

西方小学校 川内地域の肥薩おれんじ鉄道沿線およびJR隈之
城駅周辺の小学校を原則

藤本小学校 樋脇・市比野・平佐西・川内・隈之城・永利小を
原則

山田小学校
藤川小学校

東郷・亀山・可愛・育英小を原則

田植え体験（山田小）

芋掘り体験（藤川小）

藤本滝の自然探検（藤本小）

自
然
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友
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平
成
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度
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　10 月 29 日（土）、川薩清修館高校で、清
修館市場が開催されました。当日は、21の
地元企業・団体の出店や、県内高校生が製造・
加工した商品の販売がありました。そのほ
か、岩手・宮城・福島県の高校生が製造し
た東北地方復興支援商品の仕入れ販売など
もあり、多くの買い物客でにぎわいました。

　川内港における韓国釜山港との定期コン
テナ航路の年間取扱量が１万ＴＥＵ（１ＴＥ
Ｕ＝ 20 フィートコンテナ１個分）を達成。
これを記念して、11月８日（火）、同港で記
念セレモニーがありました。式の中で向

むかい

原
はら

翼
たすぐ

副市長は「東アジアに近い地理的優位性を
生かし、さらなる港湾振興を図りたい」と話
しました。

　11 月６日（日）、市中心部の国道３号で、
薩摩川内はんやまつりがありました。総踊
りには市内外から 64 団体約 4,500 人が参
加。「正調川内はんや節」・「新民謡川内はん
や」などに合わせ、「ヨイサー！ヨイサー！」
と掛け声を上げながら約２時間練り歩き、
沿道の観客を楽しませました。

韓
国
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路

目
標
の
１
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
達
成
！

秋
の
市
街
地
を
彩
る

４
５
０
０
人
の
踊
り
連

大
盛
況
!!
地
域
と
連
携

新
企
画　

清
修
館
市
場
開
催

ま
ち
話
題

の

市
内
各
地
か
ら色

と
り
ど
り
の
菊
の
花
が

　
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す

　
　
　
　（
祁
答
院
町
下
手
）
平成 23 年 11 月９日撮影

　入来町の清
きよしき

色婦人ボランティアグループ
が、内閣府から平成 23年度社会参加章を受
章し、その伝達式が 10月 26 日（水）、県庁
で行われました。これは、同グループが取
り組む高齢者への｢愛の手作り弁当｣の配布
や災害発生時の募金活動など多岐にわたる
ボランティア活動が評価されたものです。
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　10 月 25 日（火）、市役所本庁で、㈱Ｋ＆
Ｋの事業所移転に伴う立地協定調印式があ
りました。同社は国内で使用された農業機
械や家電製品、衣類などをアジア向けに輸
出・販売しています。今回、入来町にある
事業所を水引町に移転することで、川内港
を活用した事業拡大が期待されます。
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